	第２回法人研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

報告者：半澤麻由美・金子真子　

	講義内容：「　事故防止と医療行為支援システムについて　」

講　師：キユーピー株式会社　生産本部　　部長　神路祇　司様　

	日　時：平成19年　9月　11日（火）　　17:30～18:30

	場　所：メンタルケア病棟　4Ｆ　千葉記念講堂

	１．研修内容

①キユーピー株式会社の会社概要・取り扱い商品について

②食品製造と医療現場の比較

③ＦＡシステムの作成秘話

④ＦＡシステムを活用しての二次元コードラベルの取り入れ

⑤トレーサビリティについて

⑥加工食品トレーサビリティ概念

⑦キユーピーのトレーサビリティが注目される理由

⑧医療行為支援システムについて

＜主な内容＞

　　キユーピー株式会社についての概要や取り扱い商品についての説明、食品製造と医療現場の比較を具体的に話されている。キユーピー株式会社の『ＦＡシステム』について、どのような経緯があって今に至っているのかを説明されている。また、インターネットを使用して、マヨネーズ等の減量の紹介するプログラムを行なっているとの事。加工食品のトレーサビリティについても話しており、他食品会社との連携しておりキユーピーのトレーサビリティシステムが注目されている。キユーピー株式会社が医療行為支援システムを発明するにあたり、きっかけは社員がある病院で点滴の際に、他の人の点滴が用意されていた事等のエピソードも話していた。

　＜当日の会場での質問内容＞

・原材料の管理についてどうなっているのか？

　　　回答：原料をウィブ上で管理している。メリウリウスを使用してアレルギー等についてすぐになんらかの対応が出来るようにしている。新規の原料については、導入前にアレルギー等のチェックを何重にも行っています。

　・材料の時点で残留農薬も把握しているのか？

　　　回答：原材料課等の他の課とも連絡を取り合い情報共有をしています。

　・事故未然防止システムを利用しても間違えることもあると思うのですが、そういう時の対処方法は？

　　　回答：２重３重にチェックを行っているが、事故対処としてメーカーさんを訪問し指摘をする等スピーディーに対処している。また、事故が起きた際の商品については決して世の中に出ないようにしている。

２．アンケート集計

参加者　　　　　　126名

職員参加率　　　　　74％　　※業務、病欠者は除く

アンケート回収率　　97％

アンケート結果

分かりやすかった　　　　　４７名

楽しかった　　　　　　　　２２名

難しかった　　　　　　　　３９名

つまらなかった　　　　　　　０名

分かりやすく楽しかった　　　８名

楽しかったが難しかった　　　６名

　　　　無回答　　　　　　　　　　　１名

３．アンケート内容
①役立つと感じた事

②質問事項

③今後のテーマ希望

④感想

①役立つと感じた事（主な内容）

　・「作業者の精神的負担をいかに減らすか」を考え、安全管理に取り組んでいること。

　・品質を守る為に何重ものチェックする事が大事。

　・食品製造はチェック表を作ってチェックし、品質には最善をつくしている。

　・眼だけではなく様々な方法での確認行為。

　・振り返っての品質管理

　・ミスがないように工夫・苦労している。社外にはミスした物が出ない事。

　・社員もパートも関係なく日々の思った事を伝え合う。

　・質の高いサービスを提供するには徹底した管理が必要。

　・食品や色々な仕事の分野でんも医療や違う仕事にも繋がると感じた。

　・トレーサビリティ、二次元コードを使用した記録の残し方、作末工程確認

　・自社開発でのコストダウン

　・ラベルなどによる事故防止システムの導入により、事故が減ったこと。

　・安全管理とはあらゆる業界で重要視されているものだということ。

　・違う立場（職場）ではあるが、何かしら共通する部分があるということ。

　・最近の病院の患者誤認防止についての取り組み

　・１つの疑問・注意が事故防止に繋がる。

　・業務を実際に行う者の心理的ストレスが出来るだけ軽減するためのシステム作り。

　・現場の事をよく知っているという事は患者様への良い対応に繋がるという事。

　・自分の行動１つずつの意味をしっかりと理解する大切さ。

②質問事項

・新商品を開発した場合の出荷前、出荷後の安全管理について

・どの工場でも同じ工程で行われているのか？

・パートへの意識教育をどのように行っているのか？

・徹底した管理体制と社会への教育

・導入にあたり、どの位費用がかかるのか？

・バーコードを貼る際のミスをどのように防ぐのか？

・トレーサビリティってなんですか？

・バーコードシステムは病院に入れるとしたらいくらくらいかかるか？

③今後のテーマ希望

　・医療事故防止

　・医療裁判の判例を聴取したい

　・他の事にも導入できるのか？

　・精神疾患について

④感想

・徹底した安全管理を行っており安心がもてた。医療現場でも２重・３重の管理を行うことが大切だと思った。

　・事故を未然に防ぐために考えられることをすべて行っているように思った。不安が少ない職場で働くというのはどの職にでも通じると感じた。

　・今後、ケアがきちんと行われているのかを調べるのにコードを使っていくのもいいのではと思った。

　・介護でも事故防止する為にチェックしすぎる事はないと思った。また、なぜそうなったのかを調べていくにもこのシステムは素晴らしいと思った。

　・いろんな方法での管理方法があることを理解できた。

　・食品１つ作るのにも大変な作業工程があり、確認第一という点で医療現場と共通する物があったと思う。

　・食品会社の方の講演という事で医療現場とどのような繋がりがあるのか疑問だったが、分野は違っても様々な共通点はたくさんあるのだと気がついた。ヒントとなる事柄を敏感に感じ取れるようにしていきたい。

　・他の会社も安全管理を一番に考えて行っているのだということが分かった。

　・色々なシステムを導入してすごいと思った。

　・安全面に対しての考えをもう少し深く考えていきたい。

　・事故防止の為に現場の声の為にシステムを開発し、それを他職種へ浸透させる事がすごいと思った。

　・現場の意見が活かされているところがうらやましいと思った。

　・このシステムが導入されれば安心・安全は確保できるとつよく思った。

　・パートさんでも上司が現場の声をきちんと聞いていた。お互いに意見交換できていた。

　・食品も医療も事故に対する厳しい対応が必要だと思った。

　・安全を確保する為には様々なアイディアが必要だという事を感じた。

　・このシステムを導入すれば、医療を提供する側の心理的負担が軽減できると感じた。

　・現場にあるちょっとした発想・意見から安全システムがつくられている事。これはスタッフとの関係からも大切なことだと感じた。

　・やはり現場の意見を聞くことは事故防止に大切だと思った。

　・システムとしては完成度としてもすばらしいものだと思ったが、そのシステムを作り上げるまでのプロセスで「品質管理安全と従業者の心の負担を無くす為に…」という思いで取り組んだ、という話をしていたが、それがとても印象に残った。

　・何をするにもフットワークの軽さが伺え、うらやましいと思った。

　・事故防止対策を考えるには、まず現場の状況を理解した上で行う事が大切だと思った。

　・食品を取り扱う会社と医療とで意外なところで共通する点があり考えさせられた。

　・現場の声を反映できる体制が整っていて、自分の業務にも出来ればもっと色々改善できると思った。

　・全て機械化されており、良いのか否かはわからないが、安全が守られてるのならばそれでも有りなのか？と思った。

　・どの職場も完全管理に神経を注ぎ、日々取り組んでいる事が同じだと思った。私達もいかに事故を未然に防いていくか努力が必要だと思う。

　・自社開発のシステムであり、構築していく発想力と思い入れはすごいと思った。従業者（パート）さんと管理側が一体化しており、まとまりの強い会社だと感じた。

４、問題と今後の課題

　・メモリアルホールが暑かった。

　　　⇒メモリアルホールのみ冷房をつけるのが出来なかったので空調で調節していた。今後は事前に庶務チームへ依頼しておく

　・講演途中でプロジェクターの電源が切れてしまう事があり、講演を中断してしまう事があった。

　　　⇒原因がわからない為、次回の法人研修（9/25）までに点検の依頼が必要。

　・研修終了後、アンケート集計でいつも残るメンバーのみで集計をおこなった。

　　　⇒研修終了後、反省等も行う為、教育委員会は残るように再度呼びかける。

　・事前に頂いていたパワーポイントはあるが、実際に研修で使用していたパア－ポイントをもらう事ができなかった。

　　　⇒パワーポイントの容量が多く、当法人のノートパソコンではなく、持参されたノートパソコンを使用していた。今後は研修開始前に研修で使用するパワーポイントをダウンロードするよう心掛ける。










